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<^ Roman Britain p>の叙述
< Oxford History of England >の叙述
<^ Autobiography ^>の叙述
(2)ヨ-ロツパ精神の展開におけるルネサンスに関する論を中心に
<^ Speculum Mentis >の叙述





































































































































































































































































































































して非常に興味深い. ≫ (勿論ここでも,先に触れたように,この書物Idea ofHistoryが
死後Knoxによって編纂されたことを充分に考慮しても,なお且つ上のように言うことが許
されると思う)つまり,彼はヨーロッパ歴史叙述の歴史の中に,重要な変革期が三度あったと
する.節-は紀元前5世紀にみられるもので,この時には一つの科学(調査研究の一形態)と
しての歴史という概念が生れた.また第二は紀元4 ・ 5世紀のもので,この場合にはキリスト
教思想の革命的影響をうけて,歴史に対する考えが大きく変ったとしている.以上二つについ
てはIHの中ではっきりと述べているが第三の時期については,それが何時,どのような形で
なされたか明らかにしていない.常識的な立場からは,そして先のSMで論じているところ
から考えて,ルネサンスをもってこれに当てることもあり得るのに,彼がここで敢えて,ルネ
サンスの歴史叙述ひいてはその歴史的思考がキリスト教思想の影響を強くうけていると考えて
いることは,やゝ奇異の感じがしないでもない.しかし,この点については,後で詳しく触れ
ることにし,ここでは第三の歴史思想の革命が18世紀に起ったと彼は考えていたということを
指摘するだけにして次に進みたい.
コリングウッドの歴史叙述 51
コリングウッドは確かに,ルネサンスは中世的歴史叙述を払拭したとして,その功業を積極
的に許価しているが,それにもかゝわらず彼はルネサンス期の歴史に対する考えの中に尚キリ
スト教思想の強い影響力のあることを確認し,さらに17世紀初頭ベーコンが規定した歴史の地
位は非常に不安定なもので,歴史は中世思想の誤謬をのがれることはできたが,歴史固有の機
能はまだ発見されていないと考えた.それどころか,このベーコンが歴史とは記憶であるとし
た定義そのものも誤りであると断じ,ついで起った17世紀思想界の新しい運動も,自然科学の
諸問題に集中し,歴史の問題は片隅に押やられたまゝになってしまったと述べているのをみる
時,コリングウッドが歴史思考の発展の過程の中で与えたルネサンスの意義は,古典古代およ
び中世的思考と肩を比べうる程のものではなかったのではないか.従って古典から中世への過
程と,中世からルネサンス-の過程とでは,その展開の仕方において,可成り大きな違いがあ
ると彼は判断したものと思われる.この点は先述の<SM>の場合の,古代異教主義世界から
中性キリスト教社会と,キリスト教社会からルネサンス(この延長線上に現代がある)への推
移にみられる関係についてのコリングウッドの説明と比較して検討しなければならない. (未
完)
(昭和46年9月27日受理)
